
 

立春に寄せて 

             

 副校長 

                  

                    

平年に比べて暖かい冬となっています。特に北日本では

「雪不足」が伝えられ、「札幌雪まつり」などのイベントや

スキー場などには大きな影響が出ているようです。とはい

え、やはり関東の冬の代名詞、「からっ風」は今年も吹いて

いて、乾燥した冷たい風を感じる日も多いです。３学期に

入ってからは、本校ではインフルエンザもそれほど大きく

広まってはいませんが、今後も警戒が必要です。 

さて、季節は進み、２月３日は節分です。そもそも節分

は本来、季節ごとにあるものですが、江戸時代以降は特に

立春の前日、つまり今の節分をさすことが多くなりました

（ちなみに来年、２０２１年は２月２日が節分、２月３日

が立春です）。よりよい春を迎えるために幸せを祈る一方で、

いろいろな災難をもたらす鬼を追い払うために、節分には、

「福は内、鬼は外」と言って豆をまいてきました。最近で

は、豆を家の中でまくことよりも、もともとは関西方面の

風習であった恵方巻きを家族で食べることの方が、多いか

もしれません。皆さんのご家庭では、いかがでしょうか。 

立春を迎えると暦の上では春になります。ご存知の通り、

太陰暦では正月。今も暦を見ると、この日から起算した八

十八夜とか二百十日などと書かれています。立春から八十

八日目ぐらいになると、霜降りも終わり、茶摘みや種まき、

田植え始める時期となります。また、二百十日は、この頃

になるとよく台風が日本を襲ってくるので、風水害に備え

よ、ということになります。 

日本の国の文化や地域性に根差したこうした伝統も、少

しずつ変化をしながらではありますが、現在にまで息づい

ています。四季への思いや感性は、日本特有の文化でもあ

るでしょう。ぜひ、次の世代にも受け継いでほしいもので

す。 

今年度も残すところ２か月となりました。学校では、桜

咲く春に向け、子ども達とともに、一日一日を大切に積み

重ねてまいります。保護者の皆様、地域の皆様にも温かく

見守っていただくことで、子ども達の心に大きな花を咲か

せていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

                

 

 

研究発表について 

研究主任 

 

 本校は、平成２９年度から「互いを思いやり、よりよく

人とかかわる児童の育成」を研究主題に、道徳科の授業を

中心として様々な教育活動を工夫しながら研究を進めてき

ました。 

 昨年度に引き続き、研究の柱として①魅力ある道徳科の

授業、②人とかかわる活動、③心を育む環境づくりの３つ

に取り組んでいます。 

 ①魅力ある道徳科の授業では、児童が道徳科の授業を通

して自己を振り返ることができるように、児童の実態に合

った指導の工夫を実践してきました。また、多様な考えに

触れ、自己の考えを深めたり広げたりできるよう、児童同

士の交流も行ってきました。 

②人とかかわる活動では、異学年や地域の方々など様々

な人とかかわり合うことができるように教育活動を行って

います。 

③心を育む環境づくりでは、児童が自分たちの頑張りや

活動を振り返られるよう、掲示物等の環境整備をしてきま

した。 

 ２月１４日（金）は、全国小学校道徳教育研究会主催の

研究発表会を本校にて行います。３年間の研究の成果を伝

えられるよう、引き続き準備を進めていきます。 

 

昔遊びの会 

１年担任 

  

 １年生は、生活科で昔遊びの学習をしています。現代の

子どもたちにとって、お手玉やおはじき、こま、けん玉な

どはあまり身近なものではありません。それらを使って、

日本に昔から伝わる様々な遊びを体験することで、子ども

たちは楽しく伝統文化に親しむことができます。また、友

達と教え合いながら学習していくことで、より多くの遊び

方のコツや楽しさに気付くことができています。 

昔遊びの学習のまとめとして、毎年「昔遊びの会」を開

いています。この会では、地域の方々にご協力いただいて、

遊び方や上手になるコツなどを教えてもらいます。その活

動を通して、子どもたちは技ができるようになる喜びや昔

遊びの面白さを一層感じ、学習を深めることができます。

また、地域の方々の温かさに触れて、様々な人との交流や

地域への愛着を深めるきっかけとなっています。 

今年度は、２月８日（土）の学校公開で「昔遊びの会」

を行います。子どもたちは、「昔遊びの会」をとても楽しみ

にしています。保護者の方々も遊びを通して子どもたちと

のかかわりを深めていただければと思います。 

 

 

 おちいちだより 
    新 宿 区 立 落 合 第 一 小 学 校 
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縦割り班活動について 

特別活動 

 

縦割り班活動とは、１年生から６年生までの異学年で作

られたグループに児童が所属し、年間を通じて共に遊んだ

り、行事などを企画・運営したりする活動のことです。 

 縦割り班活動の主な目的は、以下の３つです。 

（１） 学級・学年を超えた交流を行うことで社会性を育て

る。 

（２） 上級生のリーダーとしての責任や自覚を育む。 

（３） 下級生は上級生への憧れや感謝の気持ちをもつ。 

上級生は自分の役割を理解して活動することで、下級生

の役に立てたという自己有用感を得ることができます。ま

た、下級生は上級生のしてくれたことに感謝し、憧れの気

持ちをもつことができます。それらの体験は、異学年がか

かわりあう喜びを体感することにつながります。 

今年度は、７月の開校記念集会で出店するお店の企画・

運営、交流給食、朝や中休みの交流遊びなどの活動を行っ

てきました。どの活動においても、班長の６年生が事前に

計画を立て、異学年が楽しく活動できるように考えて取り

組んできました。 

２月には、６年生を送る会と今年度最後の交流給食があ

ります。下級生は、今までリーダーシップを発揮してくれ

た６年生へ感謝の気持ちをもち、引き継いでいくという意

識を高めて活動に臨んでほしいと思います。 

 

音楽室から 

音楽専科 

 

 音楽室にはいつも、にぎやかな声や楽器の音が溢れてい

ます。 

写真は、５年生の器楽練習の様子です。５年生は、在校

生代表として初めて卒業式に参加し、入退場の音楽を演奏

します。入場で演奏する『威風堂々』の練習では、授業の

時間だけでなく、休み時間などを利用して、自主的に楽器

の練習に励んでいる子どもたちの姿が多く見られました。

分からないところをお互いに教え合ったり、「がんばろう

ね！」「できた！」と、声を掛け合ったりして取り組む子ど

もたちの目は、真剣そのものです。これから練習を進めて

いく中で、思うようにいかないことも多々あるかと思いま

すが、最後には自信をもって、みんなの気持ちを合わせて

演奏ができるようにサポートしていきます。 

 ３学期は各学年まと

めの時期となります。

次の学年に向けてよい

スタートが切れるよう

に、まとめの学習にし

っかりと取り組んでい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月 予 定 表   ☆はＢ時程  

日 曜 週 学校行事など 

１ 土 
  

  

２ 日   

３ 月 

① 

  

４ 火   

５ 水         ☆ 

６ 木 持久走月間 終 

７ 金   

８ 土 
学校公開① 入学前プログラム 

昔遊びの会(1年)       ☆ 

９ 日   

１０ 月 

② 

              ☆ 

１１ 火 建国記念の日 

１２ 水 
委員会⑩ 

縦割り班長会(5年 放課後) 

１３ 木 5時間           ☆ 

１４ 金 
研究発表会 

演劇鑑賞教室(4年) 

１５ 土   

１６ 日   

１７ 月 

③ 

  

１８ 火   

１９ 水 クラブ⑪ 

２０ 木   

２１ 金 中落合第二保育園交流    ☆ 

２２ 土   

２３ 日 天皇誕生日 

２４ 月 

④ 

振替休日 

２５ 火 ギネス 

２６ 水 ギネス クラブ⑫ 

２７ 木 保護者会(4･5･6年) 

２８ 金 
6年生を送る会 

お別れ給食 

２９ 土 ひなまつりコンサート 

   ※２月中に予告なしの避難訓練があります。 

 

 

寒さに負けない 

生活を送ろう 

 

 

 

 

う 

 

２ 月 の 生 活 目 標 
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